
【取組内容②】地域や外部専門家と連携した授業実践

久喜市立青毛小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

【６年生 総合的な学習の時間の取組「ぼくのわたしのSDGs】

１学期には、児童一人一人が「SDGｓ」について疑問を見
つけ、調べてまとめる活動を行った。（小単元１）
その後、埼玉県「SDGｓアンケート」の結果を分析し、児
童がさらに課題を見つけた。その分析結果をもとに、青毛小
学校でできる取組を小グループで考え、実践を進めた。（小
単元２）
小単元２の学習を活かし、「学校・家庭・地域」の３グル
ープに分かれ、３〜４人のグループごとに自分たちにできる
SDGｓの取組を話合い、活動を進めている。（小単元３）
家庭グループでは、保護者やPTA、スーパーマーケット等と
の連携を図りながら、活動を進めている。また、地域グルー
プでは、地産地消の取組を進めている農家に直接話を聞いた
り、オンラインを通して、給食センターの栄養教諭に食品ロ
スに関わる質問をしたりするなど、活動を進めることができ
た。

Google フォームで各学年にアンケートを取ったり、クラウ

ド上で共有できるデザインツールを活用してポスターを作成
したり、Chatを通してグループの取組を共有したりするなど、

児童は自分たちでクラウド活用しながら、学習を効果的に進
めることができた。
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